














































































討したい。慶寿院結婚と、そ 直前に された『桑実寺縁起 』は、関係があると思われる。 『桑実寺縁起絵巻』制作過程を分析することで、その後の幕府政治に大きな影響を与えたこの結婚が、どのような経緯で実現したのか明らかになるであろう。　
なお、以下『桑実寺縁起絵巻』先行研究の見解は特に断らない限り、



























































































巻依頼の書状を渡した近辺の時期をみると、享禄四年正月二十日、七月二十日、十月十日、天文元年正月二十七日に近衛邸に来てい 正月と七月は新年と八朔の挨拶であろう。十月は尚通が上池院 法楽詠を遣わし、上池院が短冊を持ってきたも で、尚通 重ねて次第裏書等を書遣わし、翌日上池院が薬二十を贈っている。上池院は してのみならず、文芸面でも尚通と交流があ た。 「次第裏書」 、何らかの順序・段取りなどを証明または指示した文書だと思われる。　
大館常興は義晴の重臣で、御内書の副状や大名への書状も発給してい
る。三条実香の書状でも、もし実隆の病状が重くなったときは、常興に伝え よう義晴が指示 ているように、重要な事柄は常興が取り仕切っていた。しかし、絵巻依頼は飯川山城入道から 依頼であり、幕府重臣の依頼ではなかった。しかも、書状は幕府の使者ではなく 上池院に託されたものだった　
義晴身近に幼少期から仕える申次の飯川山城入道の書状であったこ
と、依頼の書状は幕府の使者ではなく おそらく正 の挨拶に来たあろう外部の人間に託されたもの あったことか 絵巻制作 幕府として正式に依頼したものではなく、 内々 依頼 あったと思われる。先行研究の解釈のように、四国側を調伏し 天皇と共にあることによって義晴が正統的地位にあると主張する政治的意図が絵巻制作の目的であれば、依頼状も護国安泰祈祷命令の御教書 ように 幕府として正式な
形で発給されるであろう。つまり、この絵巻は幕府としての政治上の理由から制作されたの はない　
この時代の書状の例からすると、飯川の書状は『実隆公記』に記され














































































































しかし、実隆は、 「此本無正体之物也、頗難義事也、為之如何」と困惑しているのである。 青蓮院の書いた縁起が、 「正体無」 も とは言えない。そこで先行研究は「正体無」を、 「既存 縁起がすぐに詞書にできるような文ではない」と解釈した。しか 、縁起が絵巻 詞書 な ように当初から整っているはずはなく 且つ青蓮院の書いた縁起を見ると、実隆はほぼこの通りに詞書を漢文から仮名文に ている。　
では、 「此本正体無」とし、実隆をして「頗難義」と言わしめたこと














































































































享禄四年十二月十四日、 堺から斎藤以康が上洛し、 細川持隆・光 （勝）
院からの返事を尚通へ伝えた。 「晴元に堅く申し遣わした」 いうもので二十五日に下京地子を晴元が中間に触れさせていることから、下京地子収納に関することであろう。これ以前の十二月二十一日 晴元側近茨木長隆もしくはその縁者と思われ 者から炭が歳暮と て贈られ、翌天文元年正月十一日、茨木三郎左衛門・弥五郎等が正月の挨拶に近衛家に来ている。　
このように、 『桑実寺縁起絵巻』制作依頼が実隆の許に届いた時期は、


























































































































































正院が小田原陥落後池田輝政に再嫁し、その際池田 持参し、鳥取池田家に伝来した。代々北条家当主の妻に相伝された絵巻だったのであろう。この点からも、 『酒伝童子絵巻』は北条氏に嫁ぐ慶寿院姉の めに、奥書を新調し体裁が整えられたと考えられるのである。つまり、 「都高貴な女性が小田原に来る→奥書が揃う→不完全だった絵巻が完全な形に整う」のである。これは、 「小田原」 「 」を「桑実寺」に、 「奥書」を「日光・月光菩薩」に変えれば、 『桑実寺縁起 で三 西実隆が
夜叉を従えて来る場面で終わり、 「阿弥陀来迎図」と酷似しているのである。　『当麻寺縁起絵巻』を返却した翌日、先述したように上池院が近衛邸に来ている。上池院に法楽詠歌を尚通が遣わし、上池院はそれに応えて短冊を持ってきた。いわば、尚通が上池院を呼んだのである。この時尚通が上池院に書き遣わした「次第裏書」とは、 『桑実寺縁起絵巻』制作に関する指示だったのではないだろうか。そして、上池院と尚通が相談し、慶寿院のために、 『桑実寺縁起絵巻』制作 正月参賀の折に、義晴に持ちかけたのではないだろうか 飯川の書状は正月十七日の日付であった。十五日を過ぎ、正月行事が一段落し、他の客 いない時期を見計らって行ったのであろう。こうしたことは、突然押しかけ話を切り出すよりも、自然な形でさりげなく持ちかけたほうが受け入れられやすいのである。　むろん、 『後法成寺関白記』にも『実隆公記』にもそのようなことは
一切書いてない。しかし、公家日記は家の記録と 書いて るのであり、子孫に伝える為の記録なのである。そのため 現在まで大切に保管され 写されてきた。つまり、人が見 ことを想定して かれているのであり、本当に大切なことや秘密 属することは書いて な ある。　
加えて、尚通は北条氏綱が注文し、享禄四年（一五三一）に完成した






























































行事絵巻』を藤原基房に見せたところ、誤描写箇所に自筆の 紙を付けて返進された。これを見て後白河法皇は、このことによりこの絵巻は重宝になったと、絵を直 ず押紙をそのままにし、蓮華王院の宝蔵 秘蔵した。　
くわえて、中国の画巻などには、いたるところに所蔵印や題跋が書か








もらう 書いてもらうことで、冊子や絵巻の価値が高まるのみならず、冊子や絵巻の記録が都に残 の ある。 は特権であると同時に見せる側にもメリット ったとみるべきだろう　
特に、 『桑実寺縁起絵巻』は、将軍注文、天皇宸筆、土佐光茂筆、三
条西実隆作・奥書の最高級絵巻である。 ほとんど人目に触れることなく、ひっそりと桑実寺に奉納されたのではなく、 都でしかるべき人が披見し、奉納されたとみてよいだろう。 世に知ら こ なく秘蔵された絵巻 、無名の絵巻にすぎないのである。義晴が を見せたかっ のは、都の
人だろう。　
抑々、寺社縁起絵巻は秘蔵することが目的ではなく、多くの場合勧進
が目的である。しかるべき有力者に見せることによって、勧進の目的を果たせるの 例えば、 『道成寺縁起絵巻』は巻尾に、義昭が絵巻を見て、末代 禄を仰せ出されたが、太刀一腰、馬一疋のみであったと書き加えられている。本来は禄を賜るのだが、流浪中の義昭は口約束だけであった。しかしそれでも、太刀・馬は貰っている。　
さらには、 『当麻寺縁起絵巻』の直後に制作され、ほぼ同スタッフ
制作された将軍注文の絵巻を、 近衛家が全く知らなかったとは考え難い。むしろ、 『当麻寺縁起絵巻』で、上巻 天皇一族、中巻を近衛 族 下巻を三条西一族が分担しなが 続けて制作された『桑実寺縁起絵巻』に近衛一族のみが全く参加 いということは、あた も 近衛家を無視したかのようで不自然なのである　
尚通は実隆と並ぶ当時最高の知識人であるのみならず 実隆より身分


































細川晴元と義晴は連携しており、義維を積極的に支持する勢力は、陪臣である三好 長と義就流の畠山義堯のみであった。しかも、義堯 中心的軍事力であった木澤長政は晴元についており、義維将軍就任は望めない状況であった。そうした中で、あえてそのような絵巻を制 することは、むしろ義晴の不安を露呈させるだけである。　
また、義晴が京都復帰を願っていたことは間違いないが、桑実寺が政











う、美しく高価な絵巻を制作してくれた義晴の思いに勇気づけられ、桑実寺へ行く決心をする だったといえる。そして、この絵巻には、額田女王と大海人皇子の「茜射す紫野ゆき標野ゆき野守は見ずや君が袖振る」 「紫草のにほへる妹を憎くあらば人妻ゆゑに我恋ひめやも」の恋歌が隠されている である。　
巻頭場面は、桑の大樹（将軍）のもとに、太陽と月が揃うことを暗示




登場する。尚通はほとんど京都から出たこ は いが、天文元年三月二十七日に、唐崎の松を見物している。唐崎の松は尚通所縁 名所 ある。　
さらには、この絵巻制作に、三条西実隆や天皇・尊鎮法親王も協力し




紫式部に向けて書いたので ないかと思われるほど 難解な言葉を駆使している。 紫式部は光源氏最愛の妻「紫 上」 からこのように呼ばれた。また、 『源氏物語』は『紫 ゆ り』 『 物語』ともよばれてい 『源氏物語』の第一読者は彰子であろう。彰子は 草子 にほへる妹」なのである。　『桑実寺縁起絵巻』の阿閇皇女の部屋は女房衆が詰め、源氏絵の世界である。これは、中宮彰子のサロンをイメージし、この絵巻 「紫の草子（紫草）のにほへる妹」道長娘彰子（尚通娘慶寿院） ために制作されたことを表しているのではないだろうか。　絵巻の中で、上巻巻頭の伝説世界・観音正寺の現実世界・阿閇皇女寝
室の物語世界が、下巻の桑実寺で一つに融合している。この絵巻は、過去の中宮彰子や額田女王、現実 慶寿院、物語の中の元明天皇が、 『桑実寺縁起絵巻』の中で一人に融合してい のである。
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高国が死んだ以上障害はなくなり、義晴の京都復帰が可能と見た尚通戦略であろう。 が、将軍御台は摂関家より格下の日野家から出 のが室町期の通例であり、摂関家から輿入れすることは先例のないことだった。それを成功させるには、近衛家の全面的なバックアップ 共に、慶寿院自身が義晴の許に嫁ぐ決心をすることが重要だと尚通は考えたのであろう。 義晴以前 将軍は三代続けて京都以外の地で死んでいた。 また、義晴自身も近江にいた。武家に嫁ぐことは、どのよう 事態が起こるとも知れず、覚悟のいることなのであ　
とはいえ、慶寿院が桑実寺に行くことは、義晴 早期京都復帰を促す





寺に揃い、不完全だった桑実寺 完全な形にな と説いている。慶寿院は末娘であり 乙姫なのである。 『桑実寺縁起絵巻』は自分のために作られたことを、慶寿院は読み解い また、元明天皇の父天智天皇は寺建立の指示をしたこの物語の発願者だが、表舞台に登場し い黒幕である。この絵巻は父が黒幕であることを慶寿院は見抜いたであろう。　
さらに、この絵巻には隠された恋歌があることも理解したであろう。
そして、桑実寺に繰り広げられた世界は、慶寿院を取り囲む人々であることにも気づいたであろう しかし、それ 現実 桑実寺だと思ったのではなく、この絵巻を制作してくれた義晴の思い、父 思いを考えたことであろう。　
くわえて、父に呼ばれた実行役定恵が上池院であり、天智天皇 指示





においても在京を維持し、官位も最高位についている。武家への接近は戦国期公家にとって生き延びる手段だった。公家の生き残り策を検討する上でも、 『桑実寺縁起絵巻』は重要である　『桑実寺縁起絵巻』 は恋文であり、 室町幕府・京都を守ろうとした義晴・慶寿院夫妻のスタートなのである。絵巻 神仏に奉納される場合でも、鑑賞者を想定して制作される はないだろうか。絵巻は秘蔵される一方で、見るべき人に見てもらうからこそ、名声を得、重宝となる。絵巻研究には 「鑑賞者」という視点が必要だと考える。　ただし、表向きは世話になった桑実寺への御礼、神仏への祈願として
絵巻が制作されたのであるから、従来の解釈が全く間違いということではない。むしろ、意図的に難解な詞書にし、さらに絵の細部まで気を付けないと、絵巻の真意がわからないようにしている。つまり は奉納後参詣者にも公開される。 細部まで注意して絵巻を見直すこ ができかつ、公家クラスの仏典・古典・歴史・地理的素養がないと読み解けないよう、意図的に作られているのである。　
しかし、普通の人が見ても、上巻第一段の桑の大樹や観音正寺、下巻
巻頭の豊浦荘は本筋とは無関係に見える場面選択である。また、阿閇皇女寝室が源氏絵の世界であるこ 桑実寺が都世界になっていること七光寺建立は盛大だが 桑実寺建立は質素であること 定恵が突然来て桑実寺を建立すること、下巻で桑実寺が二度描かれ 等、なんとなく変だと感じる部分がある。実は、それこそが を読み解く鍵なのである。 『桑実寺縁起絵巻』 「た え話」であり、元明天皇 姿を借りて、慶寿院に へ行くことを促している。
　
最後に、中世以前の絵画は、 「見たもの」や「個人の構想」を描いて





藤井譲治・吉岡眞之監修『持統天皇実録・文武天皇実録・元明天皇実録・元正天皇実録・聖武天皇実録』 （ 『天皇 族実録』６） 、ゆまに書房、二〇〇八年。
（２）
 黒島敏「山伏と将軍と戦国大名」 （ 『年報中世史研究』二九、 二〇〇四年） 。湯川敏治「足利義晴将軍期の近衛家の動向」 （ 『日本歴 六〇四、 一九九八年） 。高梨真行「将軍足利義輝の側近衆」 （ 『立正史学』八四、 一九九八年） 。
（３）














 設楽氏は「以福」 を入道名とするが、 小松茂美氏は「福有（福祐） 状」 転じて「幸便」とする。山田康弘氏の御教示によれば『室町幕府文書集成奉行人奉書編』三三七四号に「飯川山城入道以福」とあるので入道名である。 『実隆公記』大永八年五月二十二日条に「飯川山城国弘」とあるので、国弘と改名したものと思われる。
（８）
 『実隆公記』巻七、大永八年三月夏七月紙背文書、三月二十三日至二十五日、同二十一日二十二日裏、二五九頁。
（９） 「永禄六年諸役人附」 （ 『群書類従』二十九輯、雑部） 。（
10）
 設楽薫「足利義材の没落と将軍直臣団」 （ 『日本史研究』三〇一、 一九八七年） 。「光源院殿御元服記」 、 「祇園会御見物御成記」 （群書類従二十二輯武家部） 。
（
11）



















18） 『近江蒲生郡志』七、滋賀県蒲生郡役所 一九 二年。
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 馬部隆弘「 「堺公方」期の京都支配と柳本賢治」 （ 『ヒストリア』 七号、二〇一四年） 。
（
22）



















 同書、享禄三年二月 六日、享禄四年三月二十八 七月五日、九月十三日、天文元年四月二十六日、 二月二十一日条。
（
31）
 柴田真一「近衛尚通とその家族」 （ 『戦国期公家社会の諸様相』和泉書院一九九二年） 。 『後法成寺関白記』享禄四年七 五日、天文元年 月二十六日条。長塚孝「関東足利氏と小田原北条氏」 （天野忠幸編『松永久秀』宮帯出版社、二〇一七年） 。
（


















 二木謙一『中世武家儀礼の研究』吉川弘文館、一九八五年、四〇七頁。西島太郎「足利義晴期の政治構造」 （ 『日本史研究』四五三、 二〇〇 年） 。
（
39）木村真美子「大覚寺義俊の活動と近衛家」 （ 『室町時代研究』三、 二〇一一年） 。
（

























50） 「厳助往年記」 天文三年六月二十九日条。 『お湯殿の上の日記』 同年年九月三日条。
（
51） 『後法成寺関白 』享禄四 十 四・
（
52）
 本絵巻最終段の迎講図は、南都絵所芝座琳賢筆だと思われ、寺の要望で絵巻完成後付け加えられた。 （ 『実隆公記』享禄五年正 十五日条。 『絵巻マニア列伝』サントリー美術館、二二四頁） 。
（
53）
 榊原悟「サントリー美術館本『酒傳童子絵巻』 をめぐって（上） ・ （下） 」 （ 『國華一〇七六・一〇七七号、一九八四年） 。 『 マニア列伝』サントリー美術館、二〇 七年、二二三頁。
（
54）


















 『実隆公記』享禄二年三月四日条、享禄三年十二月六・七日条。拙稿「歴博甲本洛中洛外図屏風に描かれた歌絵」 （ 『史艸』五五、 二〇一四年） 。
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hehighlyplacedK
onoeH
isam
ichiw
asthepreem
inentfigure
in
th
ecreation
ofillu
strated
h
an
d
scrolls.D
esp
iteth
is,th
e
K
uw
anom
idera E
ngi E
m
akiistheonehandscrollw
hoseproduction
hedidnotparticipatein.T
hatiscontrarytoexpectation,how
ever,
con
sid
erin
g
th
atth
isw
asafirst-rateillu
strated
h
an
d
scroll
com
m
issionedbytheshogunandw
rittenbytheem
peror.Itappears
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reasonabletoconcludethattheproductionofthishandscrollw
asnot
undertakenasapersonalorderfrom
SanjonishiSanetaka,butrather
asaprojectoftheim
perialcourt.T
he K
uw
anom
idera E
ngi E
m
aki 
w
asaloveletter,am
aneuverofcourtship,andnodoubtthetrue
purposeincreatingitw
assothatitcouldbeshow
ntoK
eiju-in.T
his
illustratedhandscrollw
asthestartingpointfortheunionofY
oshiharu
andK
eiju-in,thehusbandandw
ifew
hosoughttokeepthecapital
cityK
yotosafe.
［
K
eyW
ords ］
K
uw
anom
idera E
ngi E
m
aki,A
sh
ik
ag
aY
osh
ih
aru
,
K
onoeH
isam
ichi,K
eiju-in,SanjonishiSanetaka
